
医療技術部通信 

～放射線科だより～ 
放射線科のスタッフが各検査についてご紹介いたします。 
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                        です。 

MRI 検査の注意事項について 

ここまで MRI のお話をしてきた中で何度か“強い磁場を使う”“電磁波を使う”と言う事が 

出てきました。放射線を使わないと言う点では安全な検査ですが、この磁場と電磁波を 

使って検査することにはいくつかの注意事項があります。 

 

発熱について 

 

MRIでは体に“ラジオ波（RF波）”と言われる電磁波を当てます。これはとても弱い 

    エネルギーですが、長時間当たると体が少し温まることがあります。 

         例えると 

〝 日なたでじっとしているとほんのり体が温まる ☀ 〟 

ような感じです。 

 

通常は問題ありませんが〝〟体の大きい方〝長時間の検査〟 

〝金属や機器、体内インプラントなどが体内にある方〟 

などは熱がこもることがあるので注意します。 

 

やけどのリスク 

 

電子レンジの中にスプーンなどの金属を入れると 

どうなるでしょう？ 

金属は高温になります。 

   MRI も同様に金属を持ち込んで検査すると 

 

高温になり火傷の原因になります。 

ズボンのファスナー、ブラジャーのホック、 

ポケットの中のお金や鍵などがあれば 

発熱し火傷 を負う可能性があります。 

 



同じようにラメが入ったお化粧類、入墨、タトゥーアートメイク 

なども同様に金属成分が入っていることがありますので 

場合によっては検査ができないことがあります。  

 

電子レンジはお茶やコーヒーなどの水分を温めるのにも 

使用します。MRI も汗などの水分があると発熱の原因になります。 

ヒートテックなどの暖かくなる素材の衣類は汗を誘発させるために 

検査時は検査着に着替えていただきます。 

あと湿布やエレキバン、貼り薬なども同様に火傷の原因に 

なりますので検査前にはあらかじめ外していただくように 

お願いします。 

 

強い磁場のリスク 

 

以前の回でMRIは強い磁力を使っていることを説明したと思います。当院は3.0TのMRI

装置です。とても強い磁力が発生している装置です。磁力が強いと“画像がきれいになる” 

“撮像が早くなる”と言った利点もある反面、安全面ではより注意が必要となります。 

磁性体（磁石にくっつく性質）は撮像室に持って入ると 

すごい力で勢いよく飛んでいって装置に吸引されて 

しまいます。これを“ミサイル効果”と言います。 

かなり強い力で吸引されていますので人間の力では 

外すことはできません。しかも大きなものやはさみのような 

尖ったものである場合は大変な怪我をする可能性があります。 

海外では実際、酸素ボンベやベッドが装置に吸引され死亡事故が発生しています。 

 

 
 
 
 
 

次回に続く  


